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平成２２年１０月２１日

横手市『栄小学校入口交差点』の
安全対策メニューを提案します。
～安全で安心な交通と通学路の確保を目指して～

国道１３号横手市大屋新町の『栄小学校入口交差点』は、特に冬季の夕方から
夜間にかけてスリップ事故が多く発生しています。

このため、去る平成２２年８月２６日に地元・学校・警察関係者と現地点検を
行い、第１回目の意見交換会を行いました。

意見交換では「脱着式ガードレールの区間を延ばしてほしい」「小学生等が国
道１３号を横断するために使う横断歩道の線が消えかけている」等の意見をいた
だきました。

このたび、ご意見を踏まえた対策メニューがまとまりましたので結果説明と、
意見交換を行いますのでお知らせします。

【第２回意見交換会 概要】

日 時：１０月２６日（火）１３：００～１４：００

場 所：栄小学校 ２階 会議室

参加者：栄小学校関係者、横手警察署、交通安全協会、地域住民代表者

記者発表先：秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社横手支局、秋田県南日々新聞

問い合わせ先

湯沢河川国道事務所 湯沢国道維持出張所 湯沢市愛宕町五丁目 1-3
出張所長 松井 和彦 ℡０１８３－７２－１６６１（代表）



位 置 図

現況写真

横手市街地側から栄小学校入口交差点を望む

栄小学校入口交差点


